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東京清掃労働組合退職者会機関紙

コスモス

８
月
30
日
12
万
人
の
力
で

国
会
・
霞
ヶ
関
完
全
包
囲

９
月
11
日
強
行
採
決
の
動
き

７
日
の
週
が
最
大
の
山
場

　

民
主
主
義
と
は
何
か
を
全
く
理

解
し
て
い
な
い
安
倍
は
、「
多
数
決

で
決
め
る
の
が
民
主
主
義
」
と
参

院
で
の
強
行
採
決
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
参
院
の
独
自
性
を
発
揮
し

て
60
日
ル
ー
ル
を
使
わ
な
い
と
す

れ
ば
、
参
院
で
の
強
行
採
決
危
険

日
は
９
月
11
日
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
の
闘
い
は
、
参
院
の
強
行

採
決
を
阻
止
し
、
衆
院
再
可
決
も

阻
止
す
る
た
め
の
頂
上
決
戦
で
す
。

　

戦
争
法
案
と
安
倍
政
権
へ
の
怒

り
が
爆
発
し
た
８
月
30
日
の
国
会

10
万
人
大
行
動
は
、
開
始
２
時
間

前
か
ら
国
会
周
辺
の
歩
道
で
渋
滞

が
始
ま
り
、
メ
イ
ン
会
場
の
国
会

正
門
前
で
は
、
歩
道
か
ら
人
が
あ

ふ
れ
出
て
車
道
を
占
拠
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
集
会
で
は
、民
主
・
共
産
・

社
民
・
生
活
の
４
党
首
が
手
を
つ

な
ぎ
、「
戦
争
法
案
反
対
・
安
倍
退

陣
」
に
む
け
た
共
闘
を
誓
う
歴
史

的
な
場
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
12
万
人
に
達
し
、国
会
前
と
霞
ヶ

関
一
帯
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

毎
週
行
っ
て
い
る
国
会
前
木
曜

行
動
は
、
お
盆
の
時
期
も
参
加
者

数
を
減
ら
す
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、

８
月
23
日
に
は
、「
連
合
」
が
「
安

国会・霞ヶ関一帯を埋め尽くした
8・30 国会 10 万人大行動

保
法
案
NO
！
」

【
２
面
へ
続
く
】

９
月
11
日
が
危
険
日

「
連
合
」
も
立
上
が
る

12
万
人
で
国
会
包
囲

安倍を
倒せ！

戦争法阻止！
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辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
を
９
月
９
日

ま
で
中
断
し
て
、
政
府
と
沖
縄
県
と
の
集

中
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事

中
断
は
、
安
倍
政
権
が
戦
争
法
案
を
押
し

通
す
た
め
の
「
目
く
ら
ま
し
」
策
で
す
。

　

安
倍
政
権
は
沖
縄
県
民
の
意
思
を
無
視

し
続
け
て
い
ま
す
か
ら
、
双
方
の
意
見
は

平
行
線
の
ま
ま
終
わ
る
で
し
ょ
う
。
早
け

れ
ば
、
９
月
10
日
に
は
工
事
が
再
開
さ
れ

る
危
険
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
辺
野
古
に
米
軍
基
地
を
造
ら
せ
な
い
」

と
い
う
沖
縄
県
民
の
強
い
意
志
と
闘
い
に

呼
応
し
て
、
全
国
各
地
で
行
動
が
取
組
ま

れ
、
東
京
で
は
、
９
月
12
日
に
国
会
大
包

囲
行
動
を
行
い
ま
す
。
安
倍
を
撃
て
！

　

８
月
11
日
、
九
州
電
力
は
川
内
原
発
１

号
機
を
再
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
10
キ
ロ
圏

外
の
避
難
計
画
は
な
く
、
安
全
性
に
何
の

確
信
も
な
い
中
で
の
見
切
り
発
車
で
す
。

　

原
発
は
危
険
な
だ
け
で
な
く
、
廃
炉
・

放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
等
当
然
加
え
る

べ
き
費
用
を
含
め
れ
ば
膨
大
な
コ
ス
ト
に

な
り
ま
す
。
世
界
の
趨
勢
は
脱
原
発
で
す
。

　

原
発
再
稼
働
に
対
し
、
川
内
原
発
現
地

で
８
月
９
日
と
10
日
、
東
京
で
も
11
日
に
、

九
州
電
力
東
京
支
社
が
あ
る
有
楽
町
電
気

ビ
ル
前
で
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
に
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国

集
会
」
が
代
々
木
で
開
か
れ
ま
す
。
脱
原

発
社
会
実
現
の
た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

９月１２日に国会を包囲

止めよう！辺野古埋立！川内原発再稼働許さず

９月23日に全国集会

秋の学習会案内
■日　時　９月７日（月）
　　　　　午後１時開会
■会　場　清掃会館地下ホール
■テーマ　戦争法案と安倍政治
　　　　　〜条文改悪の直前の大いなる詭弁〜

■講　師　道田哲朗さん
　　　　　（前・平和フォーラム副事務局長）
■懇親会　午後３時から
　　　　　（学習会終了後）
　※講演前に東京清掃 DVD「自然にや
　　さしく人にやさしく」を上映

を
掲
げ
、
国
会
包
囲
行
動
に
決
起

し
ま
し
た
。
連
合
傘
下
の
全
単
産

か
ら
１
万
４
千
人
が
結
集
、
教
組

の
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る

な
」
の
横
断
幕
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

戦
争
法
案
の
立
法
事
実
と
し
て

強
調
さ
れ
て
き
た
「
邦
人
輸
送
中

の
米
艦
防
護
」
と
「
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
の
機
雷
除
去
」
は
、
参
院
の
国

会
審
議
の
中
で
、
政
府
自
ら
事
実

上
否
定
し
ま
し
た
。
新
た
に
持
ち

出
し
て
い
る
中
国
脅
威
論
は
、
完

全
に
個
別
的
自
衛
権
の
範
囲
で
す
。

　
「
集
団
的
自
衛
権
」
は
、
ア
メ
リ

カ
が
世
界
の
ど
こ
で
で
も
戦
争
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
つ
く
っ

た
虚
構
で
あ
り
、
日
本
の
憲
法
と

は
共
存
で
き
ま
せ
ん
。
立
法
事
実

が
な
く
な
っ
た
戦
争
法
案
に
、
廃

案
以
外
の
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
安
倍
談
話
」
は
、「
村
山
談
話
」

を
継
承
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て

い
ま
す
が
、「
侵
略
」「
お
詫
び
」

等
の
言
葉
を
主
体
的
に
は
用
い
ず
、

日
露
戦
争
が
朝
鮮
の
権
益
を
め
ぐ

る
戦
争
だ
っ
た
こ
と
を
捨
象
し
て

美
化
す
る
な
ど
、
歴
史
修
正
主
義

の
立
場
に
立
ち
、「
も
う
こ
れ
以
上

謝
罪
は
不
要
」
と
宣
言
す
ら
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
安
倍
の
姿

勢
は
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

みんなで安倍政権にＮＯ！
8.23 怒りの大行動（連合）

安
倍
談
話
は
歴
史
修
正
主
義

法
案
は
完
全
に
破
綻
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今
年
の
親
睦
旅
行
は
、
11
月
15

日
〜
16
日
の
１
泊
２
日
で
、
日
程

等
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。

　

今
年
の
旅
行
は
、
既
に
ご
案
内

の
と
お
り
、
実
験
的
に
１
泊
旅
行

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
要
望
を
踏
ま
え
て
、
出
発
日
は

日
曜
日
と
し
、
出
発
場
所
も
従
来

の
新
宿
で
は
な
く
、
池
袋
に
変
え

秋の親睦旅行
11
月
15
日
〜
16
日
の
日

程
で
、
明
治
日
本
の
産
業

遺
産
韮
山
反
射
炉
と
開

国
の
町
下
田
温
泉
の
旅

清友会親睦旅行案内
■ 日　程　11 月 15 日（日）～ 16 日（月）
■ 会　費　29,000 円 
　　　　　　（参加者 26 名以上なら 27,000 円）
■ 宿　泊　下田ビューホテル
■ 集　合　池袋駅西口・東京芸術劇場前
　　　　　 午前８時 30 分（※集合次第出発）
■ 行　程
　 １日目  池袋→柿田川湧水（散策）→（昼食）
　　　　　 →韮山反射炉（見学）→ホテル
　 ２日目　ホテル→いろり海産（買物）→（昼食）
　　　　 　→みかん狩り→池袋
■ 留意点　２人一室はルームチャージ料
　　　　　　（１人 2,000 円）がかかります。
■ 参加申込み　９月 25 日（金）期限

 

案
内
（
実
際
に
案
内
す
る
の
は
退
職
者
会

の
仲
間
）
に
よ
り
築
地
市
場
内
を
約
１
時

間
半
ほ
ど
見
学
し
、
市
場
場
内
ま
た
は
場

外
の
食
堂
で
昼
食
を
と
り
ま
す
。

　

昼
食
会
場
は
参
加
者
数
が
あ
る
程
度
固

ま
っ
た
段
階
で
決
め
ま
す
の
で
、
希
望
が

あ
れ
ば
、
連
絡
く
だ
さ
い
。
昼
食
後
は
お

買
い
物
な
ど
自
由
行
動
で
す
。

　

築
地
市
場
は
来
年
豊
洲
へ
移
転
の
予
定

で
す
。
探
検
で
き
る
機
会
は
、
今
回
が
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
柳
副
会

長
、
庄
司
事
務
局
長
が
代
議
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
花
輪
会
長
は

「
戦
争
法
案
に
反
対
し
、
安
倍
政
権

を
退
陣
に
追
い
込
み
、
平
和
を
守

る
た
め
闘
う
」
と
、
力
強
く
挨
拶

し
ま
し
た
。
活
動
方
針
等
議
事
の

最
後
に
、
①
辺
野
古
新
基
地
建
設

反
対
・
普
天
間
基
地
即
時
返
還
、

②
原
発
再
稼
働
を
許
さ
ず
、
脱
原

発
の
取
組
み
推
進
、
③
安
倍
自
公

政
権
に
よ
る
教
育
の
国
家
統
制
強

化
を
許
さ
な
い
特
別
決
議
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
下
の
情

勢
を
反
映
し
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
に

も
力
が
込
め
ら
れ
た

感
の
あ
っ
た
総
会
で

し
た
。（
庄
司
）

ま
し
た
。

　

伊
豆
に
は
何

度
も
訪
れ
て
い

る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
仲
間

と
の
気
兼
ね
の

な
い
旅
に
は
別

の
楽
し
み
が
あ

る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

申
込
み
期
限

は
９
月
25
日
で

す
。
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待

ち
し
ま
す
。

下田ビューホテルよりの眺望

都 退 協
定期総会

戦
争
法
案
廃
案
・
辺
野
古
新
基
地
建

設
反
対
・
原
発
再
稼
働
反
対
等
確
認

　

８
月
７
日
、
東
京

都
退
職
者
協
議
会

（
都
退
協
）
第
45
回

定
期
総
会
が
都
庁
職

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

移
転
前
の
築
地
市
場
探
検

　

10
月
19
日
、
移
転

前
の
築
地
市
場
を
探

検
し
ま
す
。

　

中
央
市
場
職
員
の
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き
る
こ
と
、
清
掃
本
部
は
テ
ナ
ン

ト
料
を
増
や
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
闘
い
の
砦
」

と
し
て
入
手
し
た
清
掃
会
館
で
す

が
、
地
下
ホ
ー
ル
や
会
議
室
の
利

用
率
は
低
く
、
会
議
室
機
能
は
地

下
ホ
ー
ル
を
分
割
可
能
に
改
造
し

て
確
保
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
清
掃
会
館
の
改
修
工
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
９
月
末
に
東

京
清
掃
本
部
は
５
階
へ
移
り
、
そ

の
後
４
階
へ
都
本
部
が
入
り
ま
す
。

　

人
事
院
は
８
月
６
日
、
月
例
給

１
４
６
９
円
（
０
・
36
％
）、一
時
金
０
・

10
月
引
上
げ
と
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
拡
充
を
勧
告
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
月
例
給
改
善
の
う
ち
、

俸
給
表
は
２
８
０
円
（
0.4
％
）
に
過

ぎ
ず
、
１
１
５
６
円
分
が
都
市
部
に

手
厚
い
地
域
手
当
改
定
に
配
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
格
差
を
さ
ら

に
拡
大
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

は
、
育
児
・
介
護
等
に
配
慮
で
き

る
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の

労
働
環
境
を
考
慮
す
れ
ば
、
む
し

ろ
過
剰
超
勤
助
長
に
作
用
す
る
危

庭
園
さ
な
が
ら
、
下
界
の
暑
さ
を

す
っ
か
り
忘
れ
ま
し
た
。

　

適
度
な
ハ
イ
キ
ン
グ
で
減
っ
た

お
腹
に
お
昼
の
弁
当
の
味
は
格
別
。

岩
の
間
か
ら
流
れ
出
る
湧
水
で
の

ど
を
潤
し
た
り
、
御
嶽
神
社
に
参

拝
し
た
り
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

と
バ
ス
で
「
御
嶽
駅
」
へ
戻
り
、

茅
葺
屋
根
の
名
店
「
玉
川
屋
」
の

ソ
バ
で
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
反
省

会
、
次
の
企
画
を
相
談
し
ま
し
た
。

　

急
遽
の
企
画
だ
っ
た
た
め
か
、

参
加
者
は
５
人
と
少
な
め
で
し
た

が
、
涼
し
く
、
気
持
ち
の
い
い
ハ

イ
キ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。
登
山

初
心
者
の
Ｙ
さ
ん
も
元
気
に
歩
き

通
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
翌
日
、

筋
肉
痛
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
歩
こ
う
会
」
に
メ
ン
バ
ー
登
録

し
ま
せ
ん
か
。
ハ
イ
キ
ン
グ
、
街

歩
き
、
お
花
見
な
ど
、
メ
ン
バ
ー

が
話
し
合
っ
て
自
主
運
営
す
る
会

で
す
。
次
回
は
「
秋
を
楽
し
む
会
」

を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

険
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
難
問
山

積
で
す
。
退
職
者

会
は
、
東
京
清
掃

を
応
援
し
ま
す
。

月
例
給
０
・
36
％
、
一
時
金
０
・
10

月
引
上
げ
、
地
域
格
差
を
再
拡
大
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
拡
充
を
勧
告

人事院
　

自
治
労
東
京
都
本
部
が
、
落
合

の
ビ
ル
を
退
去
し
清
掃
会
館
へ
移

転
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
本
部
は
財
政
負
担
を
軽
減
で

「歩こう会」

御
岳
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で

涼
や
か
さ
を
満
喫

　

退
職
者
会
の
自
主
サ
ー
ク
ル「
歩

こ
う
会
」
始
め
て
の
企
画
「
御
岳

山
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
、
８
月
19
日

に
行
い
ま
し
た
。

　

青
梅
線
「
御
嶽
駅
」
で
集
合
、

バ
ス
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
乗
り
継

い
で
「
御
岳
山
」
へ
、
そ
こ
は
標

高
820
ｍ
の
涼
し
い
別
天
地
。
早
速

可
憐
な
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
の
大
群

落
に
逢
い
に
い
き
、
御
嶽
信
仰
を

支
え
た
御
師
の
住
宅
街
（
現
在
は

宿
坊
等
）
や
土
産
物
店
街
を
通
っ

て
今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
ロ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ン
へ
向
い
ま
し
た
。

　

巨
石
と
苔
と
渓
流
が
織
り
な
す

ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
ま
さ
に
岩
石
の 綾広の滝にて

自
治
労
都
本
部
が
清
掃
会
館
４
階
へ
移
転

次
回
は
「
秋
を
楽
し
む
会
」


